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参考資料 A：日本版出血評価票（JBAT）シート 
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参考資料 B：出血重症度分類 
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参考資料 C：調査票（AH13 疑い用） 

山形大学医学部　分子病態学講座
（国内外の後天性の血友病を含む出血性疾患のゲノム解析を含まない調査研究） Ver. 20170714

西暦 年 月 日

西暦 年 月 日

西暦 年 月 生まれ

歳 有 無

男 女 g/dL

Ａ Ｂ Ｏ ＡＢ 有 無

＋ −

有 無 不明

F１３ 投与前 F１３ 投与後

第１３因子活性（F１３：C） ％ 第１３因子抗原量（F１３：Ag） ％

F１３ 投与前 F１３ 投与後 ←どちらかを選んでください

入院 外来 第１３因子活性（F１３：C） ％ 第１３因子抗原量（F１３：Ag） ％

西暦 年 月 日 F１３ 投与前 F１３ 投与後 ←どちらかを選んでください

第１３因子活性（F１３：C） ％ 第１３因子抗原量（F１３：Ag） ％

治癒 軽快 不変 悪化 続柄

死亡 第１３因子活性（F１３：C） ％ 第１３因子抗原量（F１３：Ag） ％

西暦 年 月 日 続柄

第１３因子活性（F１３：C） ％ 第１３因子抗原量（F１３：Ag） ％

単位

kg mg/dL

抗線溶薬： その他：

現在 有 無 不明 過去に有 西暦 年 月 日

免疫抑制薬： ステロイド： リツキシマブ： その他：

血漿交換： その他：

薬剤名： により、インヒビターが 消失 減少 不変 上昇 した

出血初発時の第１３因子

出血最悪時の第１３因子

止血時の第１３因子

家族の第１３因子

（家族は、なるべく多数の
　症例本人の両親、子供等の
　血縁関係者としてください。）

AH１３疑い用　臨床調査票（新規）

死因：

←どちらかを選んでください

第１３因子以外の血液製剤：

その他

インヒビターの治療効果

インヒビターの有無 インヒビター確認年月日

インヒビターの治療方法

出血治療・予防の方法

直近のフィブリノゲン（Fbg）濃度

量

患者の体重

最悪時の状態：出血の頻度

出血部位

現在の状態：出血の頻度

転帰

止血の年月日

（西暦＿＿＿＿年＿＿＿月現在）

止血時の第１３因子製剤：名称

性別

血液型（ABO式）

血液型（Rh式）

原（基礎）疾患の有無

有の場合：疾患名

第１３因子低下に関する
手術歴・輸血歴・薬剤歴など

現在の状況

診断の年月日

診断（病名）

貧血の有無

有の場合：具体的に

Hb値

出血部位

出血部位

施設名・診療科名

本症例の担当医師名

調査票記入年月日

匿名化した患者略名

登録番号等

患者生年月

発症（出血の）年月日

初発時の状態：出血の頻度

創傷治癒異常の有無

年齢

 

山形大学医学部　分子病態学講座

（国内外の後天性の血友病を含む出血性疾患のゲノム解析を含まない調査研究） Ver. 20170714

病名 匿名化した
患者略名*

年齢 性別

*調査票と一致させてください。

備考

治療 F１３製剤

輸血など

免疫抑制薬

その他
症状 ①出血

②創傷治癒

③その他

検査値 F１３活性(%) Hb値　(g/dL)

100

80 16

60 12

40 8

20 4

0 0

抗F１３抗体

ベセスダ単位

その他 血小板数

PT

APTT

FDP, D-dimerなど

年月日 年 第

月 一
日 病

期

AH１３疑い用　臨床経過表
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参考資料 C：調査票（AHA 疑い用） 

山形大学医学部　分子病態学講座
（国内外の後天性の血友病を含む出血性疾患のゲノム解析を含まない調査研究） Ver. 20170714

西暦 年 月 日

西暦 年 月 日

西暦 年 月 生まれ

歳 有 無

男 女 g/dL

Ａ Ｂ Ｏ ＡＢ 有 無

＋ −

有 無 不明

F８　投与前 F８　投与後

第８因子活性（F８：C） ％ APTT 秒

F８　投与前 F８　投与後 ←どちらかを選んでください

入院 外来 第８因子活性（F８：C） ％ APTT 秒

西暦 年 月 日 F８　投与前 F８　投与後 ←どちらかを選んでください

第８因子活性（F８：C） ％ APTT 秒

治癒 軽快 不変 悪化 続柄

死亡 第８因子活性（F８：C） ％ APTT 秒

西暦 年 月 日 続柄

第８因子活性（F８：C） ％ APTT 秒

単位

kg VWF活性 ％ 抗原量 ％

抗線溶薬： その他：

現在 有 無 不明 過去に有 西暦 年 月 日

免疫抑制薬： ステロイド： リツキシマブ： その他：

血漿交換： その他：

薬剤名： により、インヒビターが 消失 減少 不変 上昇 したインヒビターの治療効果

その他

インヒビターの有無 インヒビター確認年月日

インヒビターの治療方法

止血時の第８因子関連製剤：名称

量

患者の体重 直近のVWF活性と抗原量

出血治療・予防の方法 第８因子以外の血液製剤：

止血時の第８因子

診断（病名）

転帰 家族の第８因子

死因： （家族は、なるべく多数の
　症例本人の両親、子供等の
　血縁関係者としてください。）止血の年月日

第８因子低下に関する
手術歴・輸血歴・薬剤歴など

出血最悪時の第８因子

現在の状況 （西暦＿＿＿＿年＿＿＿月現在）

診断の年月日

原（基礎）疾患の有無

有の場合：疾患名 出血初発時の第８因子 ←どちらかを選んでください

性別 Hb値

血液型（ABO式） 創傷治癒異常の有無

血液型（Rh式） 有の場合：具体的に

患者生年月 出血部位

年齢 貧血の有無

初発時の状態：出血の頻度

登録番号等 現在の状態：出血の頻度

匿名化した患者略名 出血部位

調査票記入年月日 出血部位

最悪時の状態：出血の頻度

AHA疑い用　臨床調査票（新規）

施設名・診療科名 発症（出血の）年月日

本症例の担当医師名

 

山形大学医学部　分子病態学講座

（国内外の後天性の血友病を含む出血性疾患のゲノム解析を含まない調査研究） Ver. 20170714

病名 匿名化した
患者略名* 年齢 性別

*調査票と一致させてください。

備考

治療 F８製剤

輸血など

免疫抑制薬

その他
症状 ①出血

②創傷治癒

③その他

検査値 F８活性(%) Hb値　(g/dL)

100

80 16

60 12

40 8

20 4

0 0

抗F８抗体

ベセスダ単位

その他 血小板数
PT

APTT

FDP, D-dimerなど

年月日 年 第

月 一

日 病

期

AHA疑い用　臨床経過表
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参考資料 C：調査票（AVWD 疑い用） 

山形大学医学部　分子病態学講座
（国内外の後天性の血友病を含む出血性疾患のゲノム解析を含まない調査研究） Ver. 20170714

西暦 年 月 日

西暦 年 月 日

西暦 年 月 生まれ

歳 有 無

男 女 g/dL

Ａ Ｂ Ｏ ＡＢ 有 無

＋ −

有 無 不明

ＶＷＦ 投与前 ＶＷＦ 投与後

ＶＷＦ活性（ＶＷＦ：C） ％ ＶＷＦ抗原量（ＶＷＦ：Ag） ％

ＶＷＦ 投与前 ＶＷＦ 投与後 ←どちらかを選んでください

入院 外来 ＶＷＦ活性（ＶＷＦ：C） ％ ＶＷＦ抗原量（ＶＷＦ：Ag） ％

西暦 年 月 日 ＶＷＦ 投与前 ＶＷＦ 投与後 ←どちらかを選んでください

ＶＷＦ活性（ＶＷＦ：C） ％ ＶＷＦ抗原量（ＶＷＦ：Ag） ％

治癒 軽快 不変 悪化 続柄

死亡 ＶＷＦ活性（ＶＷＦ：C） ％ ＶＷＦ抗原量（ＶＷＦ：Ag） ％

西暦 年 月 日 続柄

ＶＷＦ活性（ＶＷＦ：C） ％ ＶＷＦ抗原量（ＶＷＦ：Ag） ％

単位

kg ％

抗線溶薬： その他：

現在 有 無 不明 過去に有 西暦 年 月 日

免疫抑制薬： ステロイド： リツキシマブ： その他：

血漿交換： その他：

薬剤名： により、インヒビターが 消失 減少 不変 上昇 したインヒビターの治療効果

その他

インヒビターの有無 インヒビター確認年月日

インヒビターの治療方法

止血時のＶＷＦ製剤：名称

量

患者の体重 直近の第８因子(F8)活性

出血治療・予防の方法 ＶＷＦ以外の血液製剤：

止血時のＶＷＦ

診断（病名）

転帰 家族のＶＷＦ

死因： （家族は、なるべく多数の
　症例本人の両親、子供等の
　血縁関係者としてください。）止血の年月日

ＶＷＦ低下に関する
手術歴・輸血歴・薬剤歴など

出血最悪時のＶＷＦ

現在の状況 （西暦＿＿＿＿年＿＿＿月現在）

診断の年月日

原（基礎）疾患の有無

有の場合：疾患名 出血初発時のＶＷＦ ←どちらかを選んでください

性別 Hb値

血液型（ABO式） 創傷治癒異常の有無

血液型（Rh式） 有の場合：具体的に

患者生年月 出血部位

年齢 貧血の有無

初発時の状態：出血の頻度

登録番号等 現在の状態：出血の頻度

匿名化した患者略名 出血部位

調査票記入年月日 出血部位

最悪時の状態：出血の頻度

AVWD疑い用　臨床調査票（新規）

施設名・診療科名 発症（出血の）年月日

本症例の担当医師名

 

山形大学医学部　分子病態学講座

（国内外の後天性の血友病を含む出血性疾患のゲノム解析を含まない調査研究） Ver. 20170714

病名 匿名化した
患者略名* 年齢 性別

*調査票と一致させてください。

備考

治療 ＶＷＦ製剤

輸血など

免疫抑制薬

その他
症状 ①出血

②創傷治癒

③その他

検査値 ＶＷＦ活性(%) Hb値　(g/dL)

100

80 16

60 12

40 8

20 4

0 0

抗ＶＷＦ抗体

ベセスダ単位

その他 血小板数
PT

APTT

FDP, D-dimerなど

年月日 年 第

月 一

日 病

期

AVWD疑い用　臨床経過表
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参考資料 C：調査票（AF5D 疑い用） 

山形大学医学部　分子病態学講座
（国内外の後天性の血友病を含む出血性疾患のゲノム解析を含まない調査研究） Ver. 20170714

西暦 年 月 日

西暦 年 月 日

西暦 年 月 生まれ

歳 有 無

男 女 g/dL

Ａ Ｂ Ｏ ＡＢ 有 無

＋ −

有 無 不明

F５　投与前 F５　投与後

第５因子活性（F５：C） ％ HPT* ％

F５　投与前 F５　投与後 ←どちらかを選んでください

入院 外来 第５因子活性（F５：C） ％ HPT* ％

西暦 年 月 日 F５　投与前 F５　投与後 ←どちらかを選んでください

第５因子活性（F５：C） ％ HPT* ％

治癒 軽快 不変 悪化 続柄

死亡 第５因子活性（F５：C） ％ HPT* ％

西暦 年 月 日 続柄

第５因子活性（F５：C） ％ HPT* ％

単位 *ヘパプラスチンテスト

kg PT 秒 aPTT 秒

抗線溶薬： その他：

現在 有 無 不明 過去に有 西暦 年 月 日

免疫抑制薬： ステロイド： リツキシマブ： その他：

血漿交換： その他：

薬剤名： により、インヒビターが 消失 減少 不変 上昇 したインヒビターの治療効果

その他

インヒビターの有無 インヒビター確認年月日

インヒビターの治療方法

止血時の第５因子含有止血薬剤 名称

量

患者の体重 直近の凝固時間（PTとaPTT）

出血治療・予防の方法 第５因子以外の止血薬剤：

診断（病名）

転帰 家族の第５因子

死因： （家族は、なるべく多数の
　症例本人の両親、子供等の
　血縁関係者としてください。）止血の年月日

第５因子低下に関する
手術歴・輸血歴・薬剤歴など

出血最悪時の第５因子

現在の状況 （西暦＿＿＿＿年＿＿＿月現在）

診断の年月日 止血時の第５因子

血液型（Rh式） 有の場合：具体的に

原（基礎）疾患の有無

有の場合：疾患名 出血初発時の第５因子 ←どちらかを選んでください

年齢 貧血の有無

性別 Hb値

血液型（ABO式） 創傷治癒異常の有無

登録番号等 現在の状態：出血の頻度

患者生年月 出血部位

調査票記入年月日 出血部位

最悪時の状態：出血の頻度

匿名化した患者略名 出血部位

F5欠乏症疑い用　臨床調査票（新規）

施設名・診療科名 発症（出血の）年月日

本症例の担当医師名 初発時の状態：出血の頻度

 

山形大学医学部　分子病態学講座

（国内外の後天性の血友病を含む出血性疾患のゲノム解析を含まない調査研究） Ver. 20170714

病名 匿名化した
患者略名* 年齢 性別

*調査票と一致させてください。

備考

治療 新鮮凍結血漿

濃厚血小板輸血など

免疫抑制薬

その他
症状 ①出血

②創傷治癒

③その他

検査値 F５活性(％) Hb値　(g/dL)

100

80 16

60 12

40 8

20 4

0 0

抗F５抗体

ベセスダ単位

その他 血小板数
PT

APTT

ヘパプラスチンテスト

年月日 年 第

月 一

日 病

期

F5欠乏症疑い用　臨床経過表

 

山形大学医学部　分子病態学講座

（国内外の後天性の血友病を含む出血性疾患のゲノム解析を含まない調査研究） Ver. 20170714

病名 匿名化した
患者略名* 年齢 性別

*調査票と一致させてください。

備考

治療 新鮮凍結血漿

濃厚血小板輸血など

免疫抑制薬

その他
症状 ①出血

②創傷治癒

③その他

検査値 F５活性(％) Hb値　(g/dL)

100

80 16

60 12

40 8

20 4

0 0

抗F５抗体

ベセスダ単位

その他 血小板数
PT

APTT

ヘパプラスチンテスト

年月日 年 第

月 一

日 病

期

F5欠乏症疑い用　臨床経過表

 


